
環境発電、多点センシング、ビッグデータ処理
を活用した県内産業の高度化

環境発電は、周辺の環境から僅かなエネル
ギーを取り出し、その場で活用する技術で、宮
城県は関連する特許を保有しております。
多点センシングは、多数のセンサを空間的

に配置することにより、１か所の測定だけでは
難しい判断を可能にしますが、センサの数が
増えるほど電池交換のコストが増大します。

宮城県の環境発電関連特許

背景

研究内容

工場機器の稼働状況の監視

農業用ダムの地震動監視
屋外の獣検知

開発した多点センシングシステム

本研究では、
①多点センシングシステムの開発
②多点センシングならではの応用事例の構築
③無線センサの電源の環境発電への置き換え

を実施し、多点センシングと環境発電の有効性を実証しました。
これらの結果は、複数の県内企業等で活用されています。

多点センシングならではの応用事例

ボタン電池(CR2032）
で約１年間動作

室内光(200lx程度）
で半永久的に動作

無線センサの電源の
環境発電への置き換え

① 蓄電回路（特許第6796843号）
② 遮断回路（特許第7392938号）

農業用ダムの地震動監視
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温度の空間的分布の測定


